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■ ニューメディアツアーの“流儀”
　CESを主催するCTAのゲイリー・シャピロCEOは

「2024年はCTA設立から100年の記念の年」と紹介

する。ラジオ受信機を開発する業界団体としてスタートし、

家電やテレビなどのメーカーも参加して成長。最近はデジ

タル技術や自動車業界も参加し、デジタルシフトする産業

のあらゆる勢力が集まるコンベンションとして飛躍してい

る。今回のテーマの「ALL ON」は、「すべてがここから動

き出す」ということだろうか。自動車やモビリティ、スマート

ホーム、ゲーミング、ロボティクスなどのあらゆるカテゴリー

からの出展社数は4,000社を超え、スタートアップが集まる

「ユーレカパーク」も1,400社、過去最高となった。

　このCESに参加するニューメディアツアーのメリットは、

事前から現地、帰国後も行うゲストを招いて情報を徹底的

に知る「勉強」、リサーチを徹底することにある〔❶〕。

　今回は韓国に注目。そこで、月刊ニューメディアで韓国

メディア事情の連載を

執筆している趙章恩氏

がツアー協力者として、

韓国大手企業とスター

トアップを4日間にわた

り徹底案内。サムスン

が研究開発を進めて

いる生成AIのラボブー

スも訪問できた〔❷〕。

今夏あたりには、韓国

へのAI視察ツアーを考

えたい。

ツアー“7万歩”で見た
「ALL ON」のあれこれ

ニューメディア企画、T.S Go Abroad実施「ニューメ
ディアCES 2024ツアー」で、主催プログラム全工程
を踏破した筆者の歩数計はトータル7万4,000歩だっ
た。4日間の開催なので1日あたり2万歩弱。7万歩か
ら見えた、ツアーならではを写真でレポートする。

（レポート・写真：吉井 勇・本誌編集部）

■ 日本のスタートアップ、ここにあり！ 
　存在感を示したの

がJ-StartupとJAPAN 

TECHの2コーナー。

最 終日の 午 後 に 訪

ねたのだが、隣のイタ

リアやオランダの政府ブースは閑古鳥が鳴いていたが、

JAPANブースは多くの人が話し込んでいた。

　J-Startupを企画するJETRO（日本貿易振興機構）ス

タートアップ課・長尾祐介課長補佐は「2019年から取り

組んできたが、今回は応募数も過去最多で、審査を通過

した30社が展示。毎日、商談が100件以上だった」と手

応えを話す。前号（3月号）で紹介したブースデザインの

一工夫が人を集めた。「展示の専門家に依頼し、ごちゃご

ちゃ感のあふれるコーナーに仕上げてもらった」（同課・小

川敬子氏）。

　展示30社の1つ、最優秀賞にあたるCES 2024 Inno-

vation Awards Best of Innovation Honoreeを受賞し

たWILLTEXを取材した。木村浩・代表取締役は「糸1

本1本が発熱する導電繊維を編み込んだ特許技術によ

る伸縮電線で、最大250℃まで発熱する布を使った防寒

ウェアやレンジパックをア

ピール」〔❸〕。出展の狙

いは「日本より海外企業

の早い動きに期待」という

ように、ブースには司令官

クラスのUS.NAVYやグッ

チやルイヴィトンの幹部が訪ねてきたという。素材を利用し

た衣類やグッズの製作を狙っているらしい。

■ XRの目指す「感覚認知」の深さ
　JAPAN TECHコーナーには名

古屋大学医学部の個別化医療技

術開発を研究するチームが、透明

ディスプレイメーカーのジャパンディ

スプレイと手を組んで遠隔診断シス

テムを展示〔❹〕。リーダーである平

田仁・特任教授は「現状の遠隔診療システムはまだ大変

荒削りな段階で、かなり強引に展示を進めたが、ここから多

くの派生技術を生み出し、感覚認知を活用する新たなヘ

ルスケアテクノロジーの領域を開拓したい」と意気込む。

そこには「触覚は情動を直接動かす」の考えがあり、触覚
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❶ベネチアンEXPOの会議室でツアー
独自の勉強会を開催

❸CES最優秀賞のトロフィーを手に
するWILLTEX木村浩・代表取締
役と発案者の上田彩花・取締役

❷サムスンの生成AI研究開発ラボの
展示ルームでプレゼンを聞くツアーメン
バー

❹名古屋大学医学部
の遠隔診断システム

最終日午後でも、このヒトヒトのJAPAN
ブース


